
兵
庫
県
高
齢
者
の
集
い

・
兵
庫
県
高
齢
者
の
集
い

・
兵
庫
県
知
事
と
の
意
見
交
換
会

2
206

　

井
戸
知
事
と
県
老
連
と
の

意
見
交
換
会
に
お
い
て
、
各

理
事
か
ら
、
地
域
に
お
け
る

取
組
状
況
と
と
も
に
、
今
後

の
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
を
考
え

る
う
え
で
必
要
な
施
策
に
関

す
る
意
見
や
、
地
域
の
高
齢

者
が
抱
え
る
切
実
な
課
題
に

つ
い
て
の
要
望
を
行
い
、
知

事
か
ら
は
、
意
見
や
要
望
に

対
し
て
、
次
頁
の
と
お
り
回

答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

知
事
と
の

　
　
意
見
交
換
会

県
老
連
か
ら
の

　
　
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

令
和
元
年
度
兵
庫
県
高
齢

者
の
集
い
を
９
月
12
日
、
兵

庫
県
公
館
で
開
催
し
、
県
内

各
地
か
ら
約
６
０
０
名
の
会

員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
と
し
て
、「
す

も
と
元
気
太
鼓
」
の
皆
さ
ん

に
よ
る
演
奏
が
あ
り
、
和
太

鼓
の
響
き
と
迫
力
に
、
会
場

中
が
魅
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
兵
庫
県
知
事
と

県
内
９
ブ
ロ
ッ
ク
の
老
連
会

長
、
県
老
連
女
性
・
若
手
委

員
会
の
委
員
長
が
、
老
人
ク

ラ
ブ
や
高
齢
者
に
関
す
る

た
っ
て
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
に

貢
献
さ
れ
た
個
人
や
団
体
に

対
し
、
井
戸
知
事
・
中
村
県

老
連
会
長
か
ら
表
彰
状
が
手

渡
さ
れ
、
会
場
か
ら
は
そ
の

功
績
に
対
し
盛
大
な
拍
手

が
送
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

全
老
連
の
活
動
賞
並
び
に

１
０
０
万
人
会
員
増
強
運
動

特
別
賞
の
伝
達
も
行
い
ま
し

た
。

　

続
い
て
来
賓
の
長
岡
壯
壽

県
議
会
議
長
よ
り
ご
祝
辞
を

い
た
だ
き
、
大
会
宣
言
が
行

わ
れ
、
式
典
は
盛
会
の
う
ち

に
終
了
し
ま
し
た
。

約600名会員参加のもと大盛会に開催！

県老連理事　大嶋 三郎（芦屋市）阪神南ブロック

❶�県から単位クラブに対し、使途が自由な資金の援助はできないでしょ
うか。
❷�地域老連の活動は、事務局職員の働き如何で、市町老連や単位クラ
ブの活動が大きく左右されるため、老人クラブをよく理解した人材
が必要であり、支援をお願いします。
❸�高齢者の居場所が少なくなってきています。私たちは、安心・安全で、
心の拠り所、仲間と楽しく語らう場所づくりを目指していきたいと
思いますので、是非、ご支援をお願いします。

単位クラブへの使途の自由な補助金について

県老連理事　丸山 敏勝（三田市）阪神北ブロック

　三田市では、70歳以上の方でタクシー代、バス代、
私鉄運賃などの補助を希望する方に、年間 7,000
円の補助金を出していただいております。
　また、ボランティアで、外出支援を行い、買物、
病院、配食サービス、見守り活動などでNPO法人
を立ち上げされている地域もあります。

　高齢者の外出支援の必要性は、県下の各市町でも同じと考えており、
各地区で継続して活動できるよう外出支援をお願い致します。

高齢者の外出支援を行うボランティア活動への支援

県老連理事　藤岡 　修（福崎町）中播磨ブロック

　県老連では、来年のウォークラリー大会の候補地として、中播磨地
域を予定しており、中播磨連絡協議会としても神河町地域を予定し準
備を進めています。
　幸いにも、一昨年「銀の馬車道」が日本遺産に認定されたことを受け、
その「銀の馬車道」とその周辺を会場予定地にと考えております。
　そこで、「銀の馬車道」の知名度を上げ、国内の観光客はもちろんの
こと、インバウンドの客も呼び込みたいと思っておりますので、是非
ともご支援をお願いしたい。

「銀の馬車道」を活用した地域振興方策について

県老連理事　栢本 信也（三木市）北播磨ブロック

　北播磨ブロックでも、車のない生活は考えられません。老人クラブ
の事務局や市役所へ行く路線バスすらありません。また、ブロックの
会合など、車なしでは到底できません。
　ましてや、現在のように、会員減少が止まらないときに、自動車運
転免許証の返納が義務付けられれば「老人クラブ活動をするな」と言
われているに等しいことです。
　免許証の年齢制限だけは絶対に行わないよう、知事のご尽力、ご支援、
ご助言等よろしくお願いします。

高齢者の自動車運転免許証自主返納問題について

県老連副会長　増田 賢藏（高砂市）東播磨ブロック

　私たちは、「住み慣れた地域で、健康な身体で毎日を安心して暮らせ
ること」を大きな目標にしています。そこで、地域支
援事業を官民一体で実施できれば、老人クラブのイメー
ジアップ、会員増強にも大きくつながると思われます。
　そのため、老人クラブとしては、計画から実施に至
るまで協力する所存です。
　そこで、老人クラブと行政の協働についてのお考え
をお伺いしたい。

老人クラブと行政の協働について

様
々
な
課
題
に

つ
い
て
意
見
を

交
わ
す
「
兵
庫

県
知
事
と
県
老

連
と
の
意
見
交

換
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

高
齢
者
の
集

い
で
は
、
ま
ず

は
じ
め
に
90
歳

以
上
で
、
現
在

も
健
康
で
活
躍

さ
れ
、
社
会
活

動
に
貢
献
さ
れ

て
い
る
23
名
の

方
に
高
齢
者
特

別
賞
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
ま

た
、
永
年
に
わ

令和元年度 兵庫県高齢者の集い


